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1．は じ め に  
中国の大学政策は，社会主義計画経済体制においては，国家有用の人材を養成する政府機関の  
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については，ようやくその成果が現れる時間的経過を経たところである。さらに今後も21世紀に  
むけて継続的に大学評価システムとして展開し。強化されてゆくことが決定している4ことから，  













術における国際競争力をもっ人材を育成するために策定された国家プロジェクトでもある5。   
この施策の背景には，経済の改革開放政策がより進展するなかで，科学技術や経済。文化の発  
展において，総合的な国力と国際的な競争力をっけるためには，高度な資質を有する人材が必要  


















－441－   











2－2 実施の規定  
「211プロジェクト」を実施するにあたって，国家計画委員会，財政部は，1995年「211プロジェ  
クト全体建設計画」（《「211工程」総体建設規劃》）を出している。これは「211プロジェクト」の  
















































改 革 項 目   1983年   1994年  増加倍率  1998年  2000年   
1．学部学生数（人）   5，402   10，988   10，641  11，260 
2．大学院生数（人）   2，111   3，317   3，200   
3．博士課程の学科数   34   
4．ポストドクトラル人材センター（所）   
5．国家重点実験室（所）   
6．修士課程の学科数   43   74   1．7   
7．博士生指導教授数（人）   4．8   273   
8．教授（人）   1．3   
9．副教授（人））   1．4   843  
10．固定資産総額（億元）   0．99   5．2  5．87  
11．教育。科学研究資材（億元）   0．584   2．1  3．6   2．66  
12．敷地面嘩（ha）   現．5   149．4  3．7   149．3  
13．建物面積（ポ）、   31．4万   68万  2．1   70．74  
14．図書館面積（ポ）   7，000   40，540   5．8   40，540  
15．図書館蔵書数（甲）   1，178，000  1，782，952   1．  1，826，000  
16．科学研究経費（万元）   1，120   10，695   9．55   23，000  25，100   
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の改革・開放政策に則した動きをいち早く1992年から始めている15。   
このような予備審査の評定基準にする内容は，上海交通大学や復旦大学を例にとって見てみる  










判定する。   
予備審査の申告は非常に具体的な取り組みを提示して，その審議を受けることが求められてい  
る。例えげ，上海交通大学の1994年の「『211工程』部門預審主報告」では，人材養成能力として，  















例えば，表2における復旦大学の次の例にもそれがうかがえる21。   
この数値を見れば，「211プロジェクト」に対する総投資は，その6割近くが，上海市や学校自  
体が収集した資金であり，国家教育委員会などは1割強にすぎない。部門審査を通過するにも自  
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表2 建設項目と資金額及びその財源の割合  
項 目 類 別  中央予算  教委予算  上海資金  大学資金  
金額（万元）  比重％   30．00   11．25   30．00   28．75   
総合計額   40，000   100．00  12，000   4，500  12，000  11，500   
1．学科建設   16，900   42．25  6，700  4，000   16，200   
2．公共服務体系建設   4，300   10．75  2，700  1，600  
3．基礎施設設備建設   18，800   47．00  2，600   4，500   6，400   5，300   
前でどれはど改革したか，あるいはこれからも発展する体力があるかどうかが判定の基準とされ  










から，各大学の法人組織「211プロジェクト指導委員会」に任される。   
これらの流れを図示すると次のようになる。  
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上海交通大学の「高速情報ネットプロジェクト」という1部門の例22ではあるが，この承認を受  
けて，次のような内容が決定されている。   
まず，「211プロジェクト」の建設総投資額としては，1997年から3年間，2，000万元が以下の  
ように振り分けられて支給される。  
表3 211工程建設経費の財源と年度配分  
資金財源  単位：万元  1997年  1998年  1999年  2000年   
中央財政   1，050   
上海市財政   255   
大学独自財政  145   









論文を100編発表する。   
3）人材養成と学術組織：累計で博士学位を60名，修士学位を150名与える。  
2名の院士23，10名（内8名は青年）の学科リーダー ，30名の博士生指導教授  
で構成する。   
4）研究拠点建設：国家級水準の実験室，国家技術センター，地区レベルの重点実験室あるい  
は技術研究センター，外国の署名数授の実験室あるいは企業との連携の実験  
室などをそれぞれ1ヵ所ずっ建設する。   
5）学術交流：3～4回の国際学術交流会議を開催する。  






会に還元し，t 自らの評価も獲得するという大学側のメリットも十分にあると考えられる。  
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3．「2‖プロジェクト」の成果と政策的意義  






表4  国家発展計画委員会よりの回答額  国家発展計画委員会よりの回答額。用途先  
資 金 財 源  単位：億元  比 率   
1．国家発展計画委員会  12．5   18．7   
2．財政部   6．0   9．0   
3．教育部   14．0   20．9   
4．当該地方政府   13．5   20．1   
5．大学独自収集資金   21．0   31．3   
資金総額  67．0  100．0   
資金用途先内訳  単位：億元  比 率   
1．重点学科建設 21．0   31．3   
2．教学。公共服務   11．0   16．4   
3．基礎施設設備建設   8．5   12．7   
4．211付設設備項目   26．5   39．6   
資金総額   67．0   100．0   
1998年度末の用途先の執行状況  表5  回答額の1998年度末の執行状況  
資 金 財 源  単位：億元  比率   
1．国家発展計画委員会  8．0   21．1   
2．財政部   4．0   10．5   
3．教育部   8．0   21．1   
4．当該地方政府‥   6．0   15．7   
5．大学独自収集資金   12．0   31．6   
資金総額   38．0   100．0  
資金用途先内訳  単位：億元   比率   
1．重点学科建設   10．0   26．3   
2．教学。公共服務   6．0   15．8   
3．基礎施設設備建設   6．0   15．8   
4．211付設設備項目   16．0   42．1   
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表6 『211プロジェクト』重点学科建設項目数  
学 科 項 目   項目数   
1．人文社会科学   
2．経済・政治・法学   
3．基礎科学   
4．資源・環境   42   
5．基礎産業・高度新技術   255   
6．医薬   
7．農業   
計   
表7 大学種別科技成果の概況（1998年度）  
課題数（項）  投入人数（人）  出版本数  学術論文数  
理工系  人文系  理工系  人文系  理工系  人文系  理工系  人文系   
総  数   113，807  22，676  139，412  26，294  5，046  5，590  235，837  107，744   
重点研究大学   53，026  5，899  60，301  6，869  2，049  1，978  88，362  22，101   
一般大学（4，5年制）   57，434  14，720  74，090  17，116∃ 2，871   3，278  130，828  70，298   
高等専科学校（2，3年制）  3，347  2，057  5，021  2，309∃ 126  334  16，647  15，345  
うち国外発表数  認定成果数   特許権獲得数   国家奨励賞獲得数  
理工系  人文系  理工系  人文系  理工系  人文系  理工系  人文系   
総  数  1，580  1，504  1，022  225  
重点研究大学  530  田  705  
一般大学（4，5年制）  
高等専科学校（2，3年制）  64  
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表8 科技成果の概況（1986－1998）  
年度  出版本数  学術論文発表数  うち国外発表数  認定成果数  うち国際水準級  特許権獲痔数  国家奨励賞獲得数   
1986  783   16，576   2，260   1，603   355  4   
1987  942   21，289   3，255   1，696   497  
1988  1，096   23，600   4，310   1，526   
1989  1，340   27，017   4，589   1，616   
1990  1，368   26，124   4，388   2，341   
1991  27，530   4，943   1，863   747   1，725   
1992 869 29，510   5，684   1，703   649   
1993 812 32，692   6，524   1，638   646   546   
1994  748   34，072   6，308   1，584   482  
1995 732 40，521   8，930   1，247   48   
1998  10636  343，581  人文系1，580  人文系1，504  理工系1，022  理工系225   
3－2「211プロジェクト」の政策的意義－その成果と課題－  
「211プロジェクト」の政策的特徴をモデル化してみると，次のようになる。   
第一は，省庁間協力モデルである。すなわち，国家計画委員会，教育部，財政部が共同して政  
策主管部門となっていることである。第二は，中央と地方の連携モデルである。中央と各地方政  
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4．ま と め  
以上，「211プロジェクト」の策定経緯とその実施プロセスを検証し，それが大学政策として，  
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